
小学校  

   

 

「
日
本
文
化
を
発
信
し
よ
う
」 

教
科
書
Ｐ
153

～ 

■ 

作
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
次
の
視
点
を
も
と
に
ふ
り
か
え
り
ま
し
ょ
う
。 

          

つなぐ 書く 読む 知る 

 

絵
や
写
真
な
ど
を
用
い

た
文
章
を
読
ん
だ
り
書
い

た
り
す
る
と
き
に
い
か
し

た
い
の
は
、
何
で
す
か
。 

 

友
達
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
構
成
や
表
現
で
、
工
夫

さ
れ
て
い
る
と
思
っ
た
と

こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
。 

 

絵
と
文
章
を
照
ら
し
合

わ
せ
な
が
ら
読
ん
だ
と

き
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
か
。 

 

ど
の
よ
う
な
表
現
の
工

夫
を
見
つ
け
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
作
り
に
い
か
し
ま
し

た
か
。 

    

 

六
年 

 

組 

名
前 

六
年
生 

国
語 

学
習
プ
リ
ン
ト 



小学校 

「
古
典
芸
能
の
世
界 

―
―
演
じ
て
伝
え
る
」 

教
科
書
Ｐ
158

～ 

 
■ 
教
科
書
Ｐ
158

を
見
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
古
典
芸
能
に
つ
い
て
、
次
の
表
に
ま
と
め
ま

し
ょ
う
。 

 

■ 

次
の
古
典
芸
能
に
つ
い
て
も
、
そ
の
内
容
や
特
ち
ょ
う
な
ど
を
、
本
や
図
か
ん
で
調
べ

て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

人形浄瑠璃 歌舞伎 能 狂言  

 

 

  

時
代 

・
（ 

 
 
 

）
…
せ
り
ふ
や
場
面
の
様
子
な
ど
を
語
る
。 

・
（ 

 
 
 

）
…
伴
奏
。 

・
（ 

 
 
 

）
…
人
形
を
操
る
。 

・
一
つ
の
人
形
を
（ 

 
 
 
 

）（ 
 
 
 
 

）（ 
 
 
 
 

） 

 

の
三
人
で
動
か
す
。 

・（ 
 
 
 
 

）
や
（ 

 
 
 
 

）、
登
場
人
物
の
せ
り
ふ
や
し
ぐ 

さ
と
い
っ
た
要
素
を
合
わ
せ
た
演
劇
。 

・
（ 

 
 
 

）
…
表
情
や
役
が
ら
を
印
象
付
け
る
化
粧
。 

・（ 
 
 
 

）
…
体
の
動
き
を
止
め
て
目
を
大
き
く
開
い
て
に
ら
む 

動
き
。 

・
（ 

 
 
 
 
 

） 

・
（ 

 
 
 
 
 

）
を
用
い
る
。 

・
顔
の
向
き
を
変
え
る
こ
と
で
（ 

 
 

）
を
変
化
さ
せ
る
。 

・
能
の
間
に
狂
言
が
演
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

・
観
客
を
笑
わ
せ
る
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）。 
・
二
、
三
人
の
登
場
人
物
で
上
演
。 

・
（ 

 
 
 
 

）
舞
台
の
上
で
演
じ
る
。 

・
役
者
自
身
が
（ 

 
 
 

）
や
（ 

 

）
の
音
な
ど
を
声
に
出
し
て 

表
現
す
る
。 

内
容
や
特
ち
ょ
う 

雅
楽 

（
が
が
く
） 

落
語 

（
ら
く
ご
） 
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「
古
典
芸
能
の
世
界 

―
―
演
じ
て
伝
え
る
」 

教
科
書
Ｐ
158

～ 

 
■ 
教
科
書
Ｐ
158

を
見
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
古
典
芸
能
に
つ
い
て
、
次
の
表
に
ま
と
め
ま

し
ょ
う
。 

 

■ 

次
の
古
典
芸
能
に
つ
い
て
も
、
そ
の
内
容
や
特
ち
ょ
う
な
ど
を
、
本
や
図
か
ん
で
調
べ

て
み
ま
し
ょ
う
。 

人形浄瑠璃 歌舞伎 能 狂言  

江戸時代 江戸時代 室町時代 室町時代 
時
代 

・
（
太
夫
《
た
ゆ
う
》）
…
せ
り
ふ
や
場
面
の
様
子
な
ど
を
語
る
。 

・
（
三
味
線
《
し
ゃ
み
せ
ん
》）
…
伴
奏
。 

・
（
人
形
づ
か
い
）
…
人
形
を
操
る
。 

・
一
つ
の
人
形
を
（ 

主
づ
か
い 

）（ 

左
づ
か
い 

）（ 

足
づ
か
い 
） 

 

の
三
人
で
動
か
す
。 

・
（ 

音
楽 

）
や
（ 

お
ど
り 

）、
登
場
人
物
の
せ
り
ふ
や
し
ぐ 

さ
と
い
っ
た
要
素
を
合
わ
せ
た
演
劇
。 

・
（
隈
取
《
く
ま
ど
り
》
）
…
表
情
や
役
が
ら
を
印
象
付
け
る
化
粧
。 

・（
見
得
《
み
え
》
を
切
る
）
…
体
の
動
き
を
止
め
て
目
を
大
き
く
開 

い
て
に
ら
む
動
き
。 

・
（ 

悲
劇 

） 

・
（ 

能
面 

）
を
用
い
る
。 

・
顔
の
向
き
を
変
え
る
こ
と
で
（ 

表
情 

）
を
変
化
さ
せ
る
。 

・
能
の
間
に
狂
言
が
演
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

・
観
客
を
笑
わ
せ
る
（ 

喜
劇 

）。 
・
二
、
三
人
の
登
場
人
物
で
上
演
。 

・
（ 
何
も
な
い 

）
舞
台
の
上
で
演
じ
る
。 

・
役
者
自
身
が
（ 

鳴
き
声 

）
や
（ 

鐘 

）
の
音
な
ど
を
声
に
出
し
て 

表
現
す
る
。 

内
容
や
特
ち
ょ
う 

雅
楽 

（
が
が
く
） 

落
語 

（
ら
く
ご
） 

 

中
国
や
朝
鮮
半
島
か
ら
日
本
へ
伝
わ
っ
た
音
楽
や
舞
と
、
そ
れ
ま
で

日
本
に
あ
っ
た
音
楽
や
舞
と
合
わ
さ
っ
て
独
自
の
発
展
を
す
る
。
奈
良

時
代
に
定
着
し
、
宮
廷
や
寺
、
神
社
で
演
奏
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

噺
（
は
な
し
）
と
呼
ば
れ
る
演
目
を
一
人
で
演
じ
て
お
客
さ
ん
に
聞

か
せ
る
話
芸
。
江
戸
時
代
の
人
々
の
く
ら
し
を
題
材
に
し
た
笑
い
話
で

「
オ
チ
」
と
よ
ば
れ
る
気
の
き
い
た
結
末
が
つ
く
。 


